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No531  1968-69 全国学園闘争の記録 大阪市立大学編  

全国学園闘争の記録シリーズ。今回は大阪市立大学である。 

大阪市立大学は大学のサイトによると『大阪市立大学は、1880 年の大阪商業講習所設立に始ま

り、日本で初めて市立の大学として発足した旧制の大阪商科大学を経て、今日まで続く長い歴史

と伝統を持つ公立大学です。公立では数尐ない総合大学であり、高い水準の多様な学問研究を

基盤とする研究大学として歩むとともに、「理論と実際との有機的な連結を重視する学風」や市井

の精神に発した自主独立・自由進取の気風を重んじて、大阪の発展や日本と世界の未来を担う

人間を長年育成してきました。』とのことである。 

大学のサイトを見ても、１９６８年から１９６９年にかけての大学闘争のことには全く触れられていな

い。 

歴史から抹殺されようとしている個別大学闘争の記録を残してくのが、このブログの使命でもある。 

では、当時の新聞や雑誌の記事から、大阪市大闘争の様子を見てみよう。 

東大全共闘機関紙「進撃」１９６９．３．１０ 

【運動貫く拒否の思想 医学部問題が発端】 

昨年１０月、大阪市立大学医学部は三項目要求を掲げて闘争を開始し、２月１４日本部封鎖を大

衆的に決行し、入試阻止闘争に向かおうとしている。 

医学部の三項目要求は次のとおり 

１. 講座制＝教授会独裁体制解体 

２．教授会の公開性、枠の拡大を実施し学生、青医連、大学院生の対等参加を認めよ。 

３．教授、教員選考の際、全構成層の参加を認めよ。 

このような医学部の闘いの前に、大阪市当局、学校＝当局は一度は屈し「医学部民主化委綱領」

を締結した。 

この「医学部民主化綱領」は、大学の自治＝教授会の自治に対する批判、製薬資本の大学運営

への介入拒否、無給医、差額ベット等国家の医療行政への批判を骨子としたものである。 

しかしながら市大医学部教授会は、一度は「医学部民主化綱領」を締結したものの、この決定を

二転三転させるというハレンチな挙に出、実質的にこの「綱領」の空洞化を図ろうとした。 

このような医学部教授会の無責任、無方針の背景には、市大内の阪大閥と京大閥の派閥抗争が

あるといわれている。 

闘争以前、医学部主流派は完全に京大閥に掌握されていたが、反主流派を形成する阪大閥は学

生の運動を有効に利用しつつ、学生の要求を大幅に受け入れ、当時の医学部執行部（京大閥）

に大打撃を与えた。これに対する京大閥からの巻き返し、阪大閥の反撃などの力関係から、その

後の医学部教授会のジグザグ路線が展開され、その無責任性が明らかにされたもの。 

これに対し学生の運動は「拒否権」の思想を軸に展開されている。この「拒否権」とは単に大学＝

当局が打ち出してくる学生管理案を拒否するという制度的な意味を持つだけでなく、学生自身が

自らの存在基盤を問い直し、自らの学生存在をも拒否していく権利を保有するといった論理を含

んだものである。 

http://meidai1970.livedoor.blog/archives/4438702.html
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市大のある指導者が語っていたように、この「拒否」の思想を持ってはじめて自立的な自己統合

集団としての学生運動も形成されるだろう。 

現在、大阪市立大学では入試阻止を政治焦点として、この「拒否」の思想を軸に大衆的な運動が

形成されつつある。」 

 

朝日ジャーナル １９６９．９．２１（引用） 

【苦悩する個別学園闘争 関西から】東大の原型を残し 大阪市大 

機動隊がいつ入っても、もう不思議はないといわれているのが大阪市大です。 

昨年１１月、医学部ではじまった大阪市大の闘争は、その後他学部にも飛火し、教養部三号館、

経済研究所、病院西館（部分）など現在かなりの建物が封鎖されています。もっとも、基本的には

依然として医学部闘争、病院闘争の色彩が濃厚です。 

 附属病院のベット数１，１００というのは大学病院では西日本随一、全国でも慶應病院についで

二番目ということです。ところが教授は学外に“逃亡”して姿を見せず、助教授以下の全教官層で

構成している教員会は無期限当日直拒否（実際は他に入院患者の診察にあたるものがいないの

で、部分的にしかおこなわれない）、院生、無給医はことしの２月から診療拒否の無期限ストとい

ったぐあいで、現在入院患者は約３００、さしもの大病院も閑古鳥が鳴くような状況です。 

学生はもちろん１月末からストに入っています。教授会に対して、学生から助教授にいたるまで総

スカンという例は、おそらく全国でも、この医学部以外にちょっと例がないでしょう。 

もとはといえば、昨年１１月、医学部教授会が、学生、大学院生、無給医、青医連で構成している

医学部民主化共闘会議（現在は“民主化”をとってしまって、単に医共闘と呼んでいる）との間に

到底実行できる自信もなかった改革案―民主化基本綱領を認めてしまったからです。 

その内容は①全教員で構成する最高決定機関で学部を管理運営、学生はこの機関に発言権の

あるオブザーバーとして参加、公開とする、②同機関に提案する議案は学生、青医連などの諸自

治機関で合意したものに限る、③拡大教授会の決定に対し、自治機関の一つでも拒否すればそ

の決定は白紙に戻し、合意に達するまで協議する、というもので“学生参加”の点から見れば、こ

れほど徹底した綱領はないでしょう。要するに学生たちがノーと言えば、何ひとつ実行できない仕

組みになっているわけです。 

医学部教員会も、この綱領は絶対拒否権の思想や大学解体論の立場をとるものではない、運動

戦術論はお互いの立場を尊重するなど４つの付帯事項として認めた上で綱領全文を支持するこ
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とを決めました。 

理工系を除く他の学部は早くから拡大教授会に助手を含むなど民主化が進んでおり、大阪市大

全体としても機構の民主制を標榜してきました。その中で最も遅れていたのが医学部だといわれ

ていたのですが、そこに民主化運動が起こっただけによけい激烈な形をとってあらわれたともいえ

るでしょう。 

ところで協議会（他大学の評議会にあたる）の基本綱領に対する態度は微妙で、学生の拒否権を

全学的なものとして認めるわけにはいかないが、医学部教授会が学生と約束したことについては、

信義の問題として守るべきだというのです。 

だが、医学部教授会はその後、基本綱領を実施する努力はみせず、これが学生たちや教員会の

目に背信行為とうつり、「あきれはててものがいえない」とあいそをつかされ、全員総辞職の不信

任をつきつけられて、学外に“逃亡”せざるをえなくなったのです。 

大阪市大はもちろん、大学措置法による“重症校”にはいっています。大学当局が措置法の指定

をうけたくなかったら、まず教授会が学内に戻ることが先決で、そのうわさも強く流れているのです

が、いまの状況からみたら、それは機動隊に守られてのご帰館以外にちょっと手がないでしょう。 

医共闘の学生も、長期のストでさすがに疲労の色はかくせませんが、それでも主な活動家たちは

ストが解除されても、闘争委員会方式（全共闘方式）をとっても闘うとがんばっています。 

市大にもプロ学同、社学同、ノンセクトなどの活動家が集まった大阪市大全共闘はありますが、自

治会組織にのっかっている医共闘はいちおう別組織になっています。医共闘には構改派の小セク

ト統一共産同系の学生が尐数いるほかは、セクトらしいセクトがいないといわれていますが、にも

かかわらず、これだけ長期の闘争を持ちこたえています。これは、昨年末までのセクトを乗越えて

闘ってきた東大闘争の原型が残っている珍しい例といえるでしょう。」 
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大阪市大にも、ついに機動隊が導入された。その時の新聞記事である。 

毎日新聞がその時の様子をよく伝えている。 

 

毎日新聞 １９６９年１０月４日（引用） 

【大阪市大も機動隊導入 時計塔を水攻め】 ＜ろう城学生 火炎ビンで抵抗＞ 

全国の公立大学で唯一の“紛争重症校”大阪市立大学は４日朝、大阪市住吉区杉本町の本部キ

ャンパスに機動隊を導入、９月３０日早朝の医学部の封鎖解除につづいて全学バリケード封鎖解

除に乗り出した。 

前年秋以来、医学部民主化をきっかけに泥沼紛争で、あくまで“話合い解決”を主張し続けた渡瀬

譲学長も大阪市議会の激しい突き上げや大阪府警の赤軍派（社学同関西派）の手入れなど大学

内外の諸情勢に抗しきれず、３日午後全共闘側に“最後通告”を出し、警察力による封鎖解除に

踏み切った。 
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しかし、一部学生は徹底抗戦を叫んで同キャンパス本部時計塔に“ろう城”、火炎ビンで激しく抵

抗し〝京大時計塔抗戦”につづいて“大学の象徴”時計塔をめぐり警官隊との攻防が繰り広げら

れた。 

学長は４日午前８時半、杉本町キャンパスを封鎖している反日共系学生に対し退去命令を出し、

大学側の要請で待機していた大阪府警機動隊員ら６００人が学内に入り、本館、工学部、教養部

などの封鎖を次々に解除した。 

これに対し学生ら数人が赤旗、黒旗を掲げ本館時計塔屋上にたてこもり、火炎ビンを投げて抵抗

した。このため時計塔真下に積み上げたイス、机のバリケードが黒煙をあげて激しく燃えあがり、

また工学部正門玄関付近で機動隊導入に反対する一般学生、教職員ら約１５０人がすわり込み

やジグザグデモを繰り返した。 

学生の“時計塔ろう城”作戦に対し大阪府警は威力の大きい高圧放水車、ヘリコプターまで繰出し

たが、学生らは屋上に防水テントを張りめぐらし、放水車からの“水攻め”に備え、テントのすき間

から火炎ビンや石を間段なく投げつけた。本館入口から屋上に通ずる高さ約２５メートルの狭い通

路には、イス、ロッカーのバリケードが積まれ、簡単に排除できず手間取り、キャンパスは警官隊

の波と火炎ビンの炎、放水、黒煙、ヘリコプターの騒音に包まれた。 

大阪府警は“ろう城”学生に殺人未遂、放火、傷害などの容疑で全員逮捕の方針を固めたが、コ

ンクリートで流し込んだ堅固なバリケードに手を焼き、解除に手間どった。 

大学側は同日から１２日まで教職員以外の立ち入りを禁止、授業も行わないことを決め、また午

後６時から午前７時までの夜間は一切学内立ち入りを禁止した。 

＜ノンセクトが“徹底抗戦”＞ 

この日８時、大学側が「秩序回復のため退去を求めます」と呼びかけたとたん、本館屋上からガソ

リンのはいったカンと火炎ビンが投げおろされ、本館玄関の屋根に積まれた机やイスが燃え出し

た。しかし、約１０分後、機動隊の放水車が火を消し止めると同時に本館南側の講堂から機動隊

がドアをつき破って館内になだれ込んだ。 

時計塔内には５人のノンセクト学生が“徹底抗戦”を叫んでたてこもった。「もう、ろう城する目的が

ない」と徹底抗戦戦術をとらなかった全共闘内部のプロ学同、中核、社学同などのセクトに対し

「大学の機動隊導入には実力で抵抗するのが全共闘の論理だ」と塔の上でがんばっていた。 

また学生の集団は市内各地でゲリラ活動を繰り返した。」 

毎日新聞 １９６９．１０．５（引用）【時計塔も“落城” 大阪市大】 

大阪市立大学の全学封鎖解除も４日朝から出動した大阪府警機動隊は、大阪市住吉区の杉本

町キャンパス本部時計塔屋上の“徹底抗戦”組の排除に手こずったが、同日午後７時１０分、１０

時間４０分ぶりに、屋上へのハッチを突破、学生５人を不退去、凶器準備集合、公務執行妨害、傷

害、放火未遂容疑で逮捕、全キャンパスの封鎖を解いた。 

 この攻防で、警官１３人、解除作業を手伝っていた民間人３人が劇薬らしい液体を浴びて軽傷を

負った。“時計塔”トリデに呼応した杉本町周辺での火炎ビンによるゲリラ活動や先月３０日封鎖

解除したばかりの医学部（阿倍野区旭町）への再突入騒ぎでの検挙者を含めると、この日計２９

人の学生が逮捕された。 

 機動隊を最後まで手こずらせた時計塔トリデは、屋上に工事用パイプを頑丈に組み合わせ板や
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テントを張り付けたもの。５人は 10 時間に及ぶ放水で全身びっしょり。催涙ガスで目もまっかに充

血しガタガタふるえるばかり。すでに“戦意”を失って抵抗もしなかった。」（終） 

 


